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収
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が
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読者会とは、同じ本を読んでお互

いに感 じたこと、思つたことを好

きに話 し合う会です。

希望される方は、貸出しますので

カウンターでお申し出ください。

みなさんのご参加をお待ちしてお

ります。

読書会のご案内

（大
野
　
息
子
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